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九州産構造用木材の強度試験成績

(第3報)若 杉山産 杉及び檜

渡 辺 治 人

Haruto WATANABE: Mechanical Properties of Structural 

Woods from  Kyushu 

III. Sugi and Hinoki-wood Grown at Mt. Wakasugi

1.緒 言

本報告は九州産構造用木材の機械的性質に関する研究(1)(2)の一部であつて,福 岡県粕屋

郡若杉山産のスギ及び ヒノキの木材強度試験を行つた成績である.試 験の種類は圧縮(繊

維に平行方向〉,曲 げ,剪断(繊 維に平行方向),引 張(繊 維に平行方向),弾 性,衝 撃

曲げ,硬 度(木 ロ)の7種 である.

本研究は文部省科学研究費により行つたもので,試 験の材料は福 岡 営林署の寄贈を受

け,試 験には重松将雄氏の助力を得た.厚 く感謝の意 を表す.

Ⅱ.試 験 体 の製 作 と試験 法

試験の材料は福岡県粕屋郡若杉山国右林か らスギとヒノキを各々5本 宛選ん で 採 取 し

た 各供試木か ら亀上1.3～3.3mの 丸太を採 り,別 にスギV号 木及びヒノキIV号 木 と

V号 木からは地上3.3～5.3mの 丸太をも採つた.各 供試木の胸高直径,樹 高及び枝下高

を示せば第1表 の通 りである.木 取の方法は第1図 に示す様に約5.5cm角 の角棒を各丸

太か ら採 り,こ れを気乾材に迄乾燥 し,各 角棒の無疵部分か ら各種の試験体を製作 した.

試験体の形状,寸 法及び試験方法は第1報q)の 場合と全 く同じである.

第1表 第1図



第2表
●

木材含水率は15%括 弧内の数値は試験体の個数を示す・



第3表 ス ギ

第4表 ヒ ノ キ
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IIL試 験 結 果 の 整 理

試験時の木材含水率に対 して得たる容積重及び各種の機械的 性 質 を表わす数 値は 第1

報(1)の場合と同様の方法により,法 正含水率15%に 対する数値に換算 した.法 正含水率

15%に 対する容積重及び各種の機械的性質を表示すれば第2表 の通 りである・ 又容積重

を等 しくする同種の機械的性質の数値を平均 して示せぱスギは第3表,ヒ ノキは第4表 と

なる.

IV.容 積 重 と機 械 的 性 質 との 関 係

第3表 と第4表 に示 す容積重 と機械 的性質 との関係 を概観 すれ ばほぼ直線 関係 を有 する

ことが判 る.依 つて直角座標軸 を設 け,容 積重 を横軸 に と り,機 械的性質 を表 わす数値 を

縦軸に とつて,直 線 方程 式 を求 むれば次の様にな る.

④ 容積重r。(91cm3)と 圧 縮 強度 σc(kg/cm2)の 関 係式.

ス ギac=789rn十52(1)

ヒノキac・=864rn-2'(1)'

(2).容 積 重r。(9/cm3)と 曲 げ強度 σb(kg/cm2)の 関係式.

ス ギOb=2073rn-188(2)

ヒ ノキ σb=1535rn十62(2),

(3).容 積 重r。(9/cm3)と 柾 目剪断 強度σs,(kg/cm?)の 関 係式.

ス ギ σsr=165rn十6③

ヒノキ σsr=162rn十8(3)'

(4).容 積 重rn(9/cm3)と 引 張強度Ot(kg/cm2)の 関 係式.

ス ギOt=4852r.一 一801(4)

ヒ ノキ σt=3785rn-292(4)'

(5).容 積 重r.(9/cm3)と 曲 げ弾性係数Eb(kg/cm2)の 関 係式.

ス ギEb=250876rn-33265 .(5)

ヒ ノキEb=180824rn-5560(5)「

(6).容 積 重r。(g/cm3)と 衝 撃 曲げ吸 収 エネルギ ーU(kg.n/cm2)の 関 係式.

ス ギU=1.740rn-O.390(6)

ヒ ノキU=1.275rn-0.087(6)ノ

(7).容 積 重r。(9/cm3)と 硬 度 且(kg/mm2)の 関係式.

ス ギH=9.581rn-O.723(7)

ヒ ノキH=11.131r一1.592(7)'

V.結 言

福岡県粕屋郡若杉山産のスギ及び ヒノキを各k5本 宛選び,法 正含水率15%を 有する

木材の各種の機械的性質 を試験して求めた結果を要約すれば次の通 りである.

①.機 械的性質の範囲と平均値 を第5表 に示す.



第5表

(2).機械的性質 を表わす数値を容積重で除 した形質商の平均値は第6表 の通 りである.

第6表 ③.各 種の機械的性質はその容積重

にほぼ比例 して増減 し,そ の関係式は

スギでは ①～⑦ 式,ヒ ノキでは(1)'～

(7),式で表わすことが出来た.
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MECHANICAL PROPERTIES OF STRUCTURAL WOODS 

FROM KYUSHU  III. SUGI AND HINOKI-WOODS 

GROWN AT MT. WAKASUGI

(Résumé) 

Haruto WATANABE

   The writer tested on the mechanical properties of Sugi and Hinoki

woods (Cry ptomeria japonica D. Don. and Chamaecyparis obtusa S. et Z.)



grown at Mt. Wakasugi, Fukuoka Prefecture,  Kyushu. 
   The following tables show the results of this test.

Ranges and average values of mechanical properties

Average ratios of mechanical properties to density

   Mechanical properties were generally in direct proportion to the density, 

and their relations could be expressed by the equations (1)-(7) with Sugi

wood and (1)'-(7)' with Hinoki-wood.


